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 新年、あけましておめでとうございます。

代表理事組合長 　古　川　雅　且

　新馬導入に向けた補助馬購買等の奨励策の充実をは
じめダート三冠競走の整備等により、全国の軽種馬市場
が活発な取引につながっているほか、生産者賞・内国産
馬所有奨励賞の拡充など、軽種馬生産界に対する手厚い
対応を頂いておりますことに重ねて深く感謝申し上げます。
　組合事業につきましては、お陰様で本年も無事決算を
迎えることとなりました。このようななか、獣医師職員の減
員により、大変ご不便をお掛けしておりますことを深くお詫
び申し上げます。現在、新規採用など獣医師職員の確保
に向け対応に努めておりますので、ご理解を賜りたくお願
い申し上げます。
　競走馬生産振興事業につきましては、昨年、競馬法
改正法案が成立し、予算額の増額と恒久的な制度の道が
拓かれました。喫緊の課題である労働者や後継者不足の
問題、生産基盤強化対策等について、効率的な運用が図
られるよう、ＪＢＢＡはじめ関係団体と連携して要望等取り
組んで参ります。
　ひだか・ホース・フレンズにつきましては、日高軽種馬
振興対策推進協議会より当組合が業務委託を受け、一昨
年11月より運営を実施しておりますが、軽種馬生産牧場
の作業体験から就業に向けた幅広い視点から、好評を頂
きながら受入れを進めております。これまで30名の研修
生を受け入れ、軽種馬産業における就業者不足改善に向
けた取り組みの重要性を改めて感じているところです。
　本年度の当組合事業については、国内外の情勢の激し
さにより、景気の動向が注視されるところですが、北海道
市場の開催・運営を軸に、各事業の策定並びに実施に取
り組んで参ります。
　昨年より、組合長職の大任を預かり、組合員はじめ皆様
のご指導・ご鞭撻を賜り、甚だ微力ながら役職員ともに組
合業務に当たることとなり、無事１年を終えることができま
したことに重ねて感謝申し上げます。
　本年も役職員一同、組合運営に積極的に取り組み、軽
種馬生産界発展に向け誠心誠意努力して参ります。組合
員皆様にとりまして、多幸な１年となりますよう、心よりご祈
念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。本年も宜しく
お願い申し上げます。

　新年、明けましておめでとうございます。組合員皆様に
おかれましては、和やかな新春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。当組合の事業運営にあたりましては、日頃よ
り多大なるご理解、ご協力を賜り心よりお礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、我が国を取り巻く経済情勢
は、新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、ウクラ
イナ問題など国際情勢の急速な緊迫化により、国内経済
が影響を受け、円安や物価高騰、資材不足などに直面す
る１年となりました。
　このようななか、北海道市場につきましては、全市場に
おいて大変盛況のもと開催させて頂くこととなり、売上総
額165億1573万円と過去最高の結果となりました。コロ
ナ禍に加え、経済情勢が大変心配されましたが、全国各地
より購買関係者多数のご来場を賜りましたことに心より感
謝申し上げます。並びに組合員皆様より良質馬の上場を
賜りましたことに対しまして、重ねてお礼申し上げます。
　昨年の競馬について見ますと、中央・地方通じて日高
産馬の活躍が目立つ１年となりました。タイトルホルダー
号の天皇賞（春）並びに宝塚記念優勝、ナランフレグ号
の高松宮記念優勝、ダノンスコーピオン号のＮＨＫマイル
カップ優勝、ドルチェモア号の朝日杯フューチュリティス
テークス優勝、オジュウチョウサン号の中山グランドジャ
ンプ競走優勝、メイショウハリオ号の帝王賞優勝、テー
オーケインズ号のＪＢＣクラシック優勝、ショウナンナデシ
コ号のかしわ記念優勝、ノットゥルノ号のジャパンダート
ダービー優勝など、ＧⅠはじめ重賞戦線で多数の日高産
馬が活躍しております。活躍馬を輩出されました組合員皆
様に心よりお祝い申し上げます。
　令和４年度の中央競馬の売得金については、11年連
続の売上増と２年連続の３兆円越えを達成することとなり
ました。また、地方競馬につきましても地方競馬史上初の
１兆円越えが目前に来ております。このようななか、ホッカ
イドウ競馬につきましても、売上総額527億7785万円（前
年比100.9％）と過去最高を更新することとなりました。こ
れはひとえにコロナ禍においても継続して競馬が開催さ
れ、多くの競馬ファンに競馬の魅力を発信し続けているＪ
ＲＡ並びに地方競馬各主催者の並々ならぬご努力の賜と
深く感謝申し上げます。



　新年、明けましておめでとうございます。令和５年の新春
を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、中央・地方競馬重賞戦線に
おいて日高産馬が活躍し、競馬の盛り上がりを肌で感じる
１年となりました。日頃、組合員皆様の軽種馬生産におけ
る技術研鑽の賜と深く敬意を表します。
　組合事業につきましては、北海道市場は当初の計画を
大きく上回る165億円の売上を達成することとなりました。
これは日頃より北海道市場をご愛顧頂いております、購買
者、組合員皆様のご支援のお陰と厚く御礼申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症につきましては、依然として
感染の波が繰り返される状況にありますが、感染防止対
策に十分配慮しつつ市場の開催並びに運営に取り組ん
でいるところでございます。
　その他、組合事業につきましては、お陰様で計画通りの

決算を迎えることとなりました。診療事業につきましては、
獣医師職員の退職に伴い組合員皆様にご不便をお掛け
致しておりますことを深くお詫び申し上げます。現在、獣医
師採用をはじめ獣医師確保に向けた取組みを進めており
ますので、ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し
上げます。
　昨年４月より、参事職を拝命することとなりましたが、組
合員皆様はじめ多くの方々に支えられながら、新たな１年
を迎えられますことに深く感謝申し上げます。まだまだ力不
足ではございますが、組合発展のため努力して参りますの
で、変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申
し上げます。
　最後になりますが、今年１年が皆様にとって佳き年とな
りますよう、ご健勝並びに愛馬のご活躍をお祈り申し上げ、
新年のご挨拶とさせて頂きます。

理 事 会 の 内 容 に つ い て
【第10回理事会】
◇令和4年11月25日　　13時00分　静内支所

〈報告事項〉
１.第５回、第６回ＪＢＢＡ理事会の内容について
２.第１回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会の内容について
３.第１回、第２回生産等に関する協議会の内容につい
て

４．第１回配合委員会の内容について
５．第８回、第９回市場委員会の内容について
６．地方競馬と生産に関する協議会の内容について
７．第２回振興会長会議の内容について
８．第６回総務・診療委員会の内容について
９．人事異動の内容について

〈議　　案〉
１．組合員の加入について
２．10月末現在収支見込みについて
３．年末賞与の支給について
４．給与規程の一部改正について

【第11回理事会】
◇令和4年12月13日　　13時00分　静内支所

〈報告事項〉
１．第５回業務・配合委員会の内容について
２．(一社)北海道軽種馬振興公社第２回理事会の内容に
ついて

３．第２回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会の内容について
４．ＪＢＢＡ総合対策事業運営委員会の内容について
５．第７回ＪＢＢＡ理事会の内容について
６．第10回市場委員会の内容について
７．第７回総務・診療委員会の内容について

〈議　　案〉
１．給与の改定について
２．令和５年度北海道市場開催日程について
３．第52回総代会の開催日程について

②

人事異動のお知らせ
【退職】
在職中は大変お世話になりました

〔12月31日付〕
冨樫　雄三	
診療事業部診療課門別診療所

柴田　未空
総務部総務課経理係

山本　ともえ
診療事業部事務課浦河担当係

 新年、あけましておめでとうございます。

参　事　　岡　本　邦　彦



③

繁殖牝馬の歯は定期的にチェックしています

か？

馬は第一切歯４本と前臼歯12本が生えた状態

で生まれ、その後順番に萌出し、切歯および

前臼歯は乳歯から永久歯に生え変わりながら

およそ5歳までに全て生え揃い、その後も１

年に３～４mm伸び続けます。野生馬の場合

は長時間に渡り草を採食することで自然と摩

耗していきますが、飼養されている馬の場合、

舎飼いや濃厚飼料給与による採食時間の短縮

や咀嚼不十分により摩耗異常や歯の変形が問

題になります。

 

I:切歯C:犬歯 P1:狼歯 P:前臼歯 M:後臼歯

歯列異常

よく見られる歯並びの異常としては、階状歯

列・波状歯列・斜歯・鈎状突起・歯隙拡大な

どがあります。そこから口内炎や歯肉炎を起

こし、疼痛や感染により採食量減少や噛み出

しをするようになることで、栄養不足・体重

減少・不受胎へと繋がります。また、最終的

には上顎・下顎の骨や副鼻腔へと感染が広が

り蓄膿症や骨髄炎へと発展する可能性もあり

ます。

　階状歯列や波状歯列とは通常まっすぐな歯

列が乱れることで、噛み合わせや採食行動に

障害を起こします。

　斜歯とは上顎歯の外側・下顎歯の内側が尖

ることで、上顎歯が頬の内側・下顎歯が舌を

傷付けることで口内炎などを起こします。

　鈎状突起とは上顎では一番前の臼歯、下顎

では最後の臼歯が尖ることで、同じく頬の内

側などを傷付けて口内炎の原因となります。

　歯隙拡大とは歯と歯の間に隙間があいてし

まうことで、これにより歯間に飼料が詰め込

まれ腐り、歯肉炎を起こします。

 

　　　階状歯列　　　　　　　波状歯列

 　 

　　　　斜歯　　　　　　　　歯隙拡大

繁殖牝馬でも1年に1回の歯科検診および整歯

が推奨されています。また採食時間の延長や

噛み出し、体重減少などの異常が見られた場

合には口の中を調べる必要があるかもしれま

せん。

馬の歯
静内診療所　野 坂 拓 史

馬獣医のよもやま話○　野坂拓史獣医師98



７日   日高軽種馬振興対策推進協議会　令和４年度定　

　期総会（書面）

〃      軽種馬生産構造改革推進会議

10日　　第３回業務・配合委員会

〃　　　第７回理事会

20日　　北海道軽種馬貿易㈱株主総会

21日　　総代選挙　当選人公告

〃　　　（一社）北海道軽種馬振興公社第46回通常総会

〃　　　九州１歳市場

26日  　第63回宝塚記念

  　　　タイトルホルダー号優勝（静内　岡田スタッド

　生産）

29日　　第45回帝王賞（大井）

　　　　メイショウハリオ号優勝（浦河　㈲三嶋牧場生

　産）

30日　　ＪＢＣ協会令和４年度通常総会

〃　　　改選前総代任期満了日

７　月
１日　　改選後総代就任日

５日  　八戸市場

13日　　第24回ジャパンダートダービー（大井）

　　　　ノットゥルノ号優勝（門別　㈲下河辺牧場生産）

15日　　販路拡大陳情（大井）（～ 16日）

５日  　第34回かしわ記念（船橋）

　　　　ショウナンナデシコ号優勝（門別　㈲天羽牧場

　生産）

６日　　第４回総務・診療委員会

〃　　　第６回理事会

８日　　第27回 ＮＨＫマイルカップ

　　　　ダノンスコーピオン号優勝（三石　㈲ケイアイ

　ファーム生産）

13日　　第１回振興会長・事務局長合同会議

15日  　第17回 ヴィクトリアマイル

21日  　トレーニングセール（入厩）

22日  　トレーニングセール（事前下見）

〃　　　第83回優駿牝馬（オークス） 

23日  　トレーニングセール（公開調教）

24日  　トレーニングセール（せり）

29日  　第89回 東京優駿（日本ダービー）

30日　　総代選挙管理者会議

〃　　　第６回市場委員会

６　月
３日 　 日高生産農業協同組合連合会　第74回通常総会

〃　　　ホッカイドウ競馬振興㈱第26回定期総会

５日  　第72回 安田記念

１　月
７日　　第１回役員選任全体推薦会議

17日  　第１回市場委員会

21日  　第１回総務・診療委員会

〃　　  第１回理事会

24日  　第１回監事会

〃    　決算監査（～ 25日）

26日  　ジェイエス冬季繁殖馬セール

２　月
１日　　第２回市場委員会

２日　　第２回総務・診療委員会

〃　　　第２回理事会

〃　　　第71回川崎記念（川崎）

16日  　第２回役員選任全体推薦会議

17日　　第３回役員選任全体推薦会議（書面）

18日  　第３回理事会

20日  　第39回フェブラリーステークス

21日　　ＪＢＢＡ第１回理事会（書面）

３　月
９日　  十勝軽種馬農業協同組合第49回通常総会

10日  　胆振軽種馬農業協同組合第57回通常総会

11日  　第51回総代会

〃      第４回理事会

17日　　第５回理事会

〃　　　第３回市場委員会

〃　　　第３回総務・診療委員会

〃　　　第１回業務・配合委員会

〃　　　第２回監事会

〃　　　令和４年度第１回ＢＴＣ評議員会

22日  　（一社）北海道軽種馬振興公社第２回運営委員会

〃　　　第15回引退競走馬に関する検討委員会

23日  　ＪＢＢＡ令和４年度通常総会

27日  　第52回高松宮記念　

　　　　ナランフレグ号優勝（門別　坂戸節子生産）

28日　　（一社）北海道軽種馬振興公社令和３年度第４回

　理事会

〃　　　第２回業務委員会

〃　　　第４回市場委員会

４　月
１日　　辞令交付

３日  　第66回大阪杯

７日　　トレーニングセールＶＴＲ撮影（ＢＴＣ）（～８

　日）

10日　　第82回桜花賞

13日  　ホッカイドウ競馬開幕

〃    　セレクションセール実馬検査（～ 27日）

16日  　第24回中山グランドジャンプ　

　　　　オジュウチョウサン号優勝（平取　㈲坂東牧場

　生産）

17日  　第82回皐月賞

20日　　トレーニングセールＶＴＲ撮影（育成公社）（～

　21日）

26日  　ＪＲＡブリーズアップセール

５　月
１日  　第165回 天皇賞（春）

　　　　タイトルホルダー号優勝（静内　岡田スタッド

　生産）

２日　　第５回市場委員会

④

2022年を2022年を



⑤

13日  　販路拡大陳情（岩手県）（～ 14日）

〃  　　第47回エリザベス女王杯

15日  　販路拡大陳情（兵庫県）（～ 16日）

17日　　販路拡大陳情（東京都）

18日　　地方競馬と生産に関する協議会

〃　　　第２回生産等に関する協議会

20日  　第39回マイルチャンピオンシップ

21日  　第18回引退競走馬に関する検討委員会

22日　　第２回振興会長会議

〃　  　役員報酬審議会

〃　  　第９回市場委員会

25日  　第６回総務・診療委員会

〃　　　第５回業務・配合委員会

〃　　　第10回理事会

27日　　第42回ジャパンカップ

28日  　販路拡大陳情（千葉県）（～ 29日）

29日  　販路拡大陳情（石川県）（～ 30日）

12　月
２日　　販路拡大陳情（佐賀県）（～３日）

４日  　第23回チャンピオンズカップ

７日　　（一社）北海道軽種馬振興公社第２回理事会

８日　　第２回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会

９日 　 ＪＢＢＡ総合対策事業運営委員会

〃　　　第７回ＪＢＢＡ理事会

11日  　第74回阪神ジュベナイルフィリーズ

12日  　第10回市場委員会

13日  　第７回総務・診療委員会

〃　　　第11回理事会

14日　　北海道市場運営協議会

〃　　　第73回全日本２歳優駿（川崎）

18日　　第74回朝日杯フューチュリティステークス

　　　　ドルチェモア号優勝（門別　㈲下河辺牧場生産）

24日　　第145回中山大障害

25日　　第67回有馬記念

28日　　第39回ホープフルステークス

29日　　第68回東京大賞典

10日  　第35回マイルチャンピオンシップ南部杯（盛岡）

12日  　第５回総務・診療委員会

〃　　　第９回理事会

13日　　第５回、第６回ＪＢＢＡ理事会

〃　　　第１回ＪＢＢＡ種牡馬管理配合委員会

14日　　第１回生産等に関する協議会

16日  　第27回秋華賞

17日  　オータムセール（～ 18日）

23日  　第83回菊花賞

24日　　第１回配合委員会

26日　  ジェイエス秋季繁殖馬セール

30日  　第166回天皇賞（秋）

31日　　辞令交付

〃　　　札幌馬主協会馬産地懇談会

11　月
１日  　辞令交付

２日　　第８回市場委員会

３日  　第22回ＪＢＣクラシック（盛岡）

　　　　テーオーケインズ号優勝（門別　㈲ヤナガワ牧

　場生産）

〃　 　 第22回ＪＢＣスプリント（盛岡）

〃　  　第12回ＪＢＣレディスクラシック（盛岡）

３日  　第３回ＪＢＣ２歳優駿（門別）

　　　　ゴライコウ号優勝（静内　坂本智広生産）

25日  　セレクションセール　前日展示

26日  　セレクションセール（～ 27日）

28日   令和４年度ＪＲＡ・ＪＢＢＡ日高地区生産地懇会

（日高地区）

８　月
２日  　第４回監事会

〃    　中間監査（～３日）

10日  　第７回市場委員会

〃　　　第８回理事会

22日  　サマーセール（～ 26日）

９　月
５日　　ＪＢＢＡ国会議員陳情（～６日）

９日 　 第４回業務・配合委員会

20日  　セプテンバーセール（～ 22日）

27日  　第17回引退競走馬に関する検討委員会

29日　　三役会議

10　月
２日  　第56回スプリンターズステークス

４日  　第10回ＨＢＡ賞ブロッサムカップ（門別）

       スギノプリンセス号優勝（三石　(資)明治牧場生

　産）

振り返って振り返って

　新年は１月９日（月・祝）まで事
務所を閉所させていただきます。
１月１０日（火）より通常営業となり
ます。
ご不便をお掛けしますが、ご了承
いただきますようお願い申し上げ
ます。

令和５年（2023年）
新年の事務所営業の

お知らせ



⑥

令和５年度　中央競馬重賞競走日程令和５年度　中央競馬重賞競走日程

※ＧⅡ格付申請中



⑦

令和５年度　中央競馬重賞競走日程令和５年度　中央競馬重賞競走日程



ＪＲＡ　令和５年度開催日割、重賞競走について

　先般、ＪＲＡは令和５年度の開催日割及び重賞競走について発表しました。以下に主
な内容について、掲載いたします。

１．開催日割について

　年初は１月５日（水）、中山・中京競馬を開催。年末は12月28日
（木）に中山・阪神競馬を開催いたします。

①年初および年末の開催について

　1１月1９日　（月）【成人の日】　　　中山・中京競馬
　1９月18日　（月）【敬老の日】　　　中山・阪神競馬
　10月1９日　（月）【スポーツの日】　東京・京都競馬

②祝日を利用した開催について

　４月２２日（土）より京都競馬の開催を２年半ぶりに再開し、以降の
西日本地区の開催は平年同様といたします。なお、平年の第１回および
第２回京都競馬については、引き続き京都競馬場整備工事を行うため、
令和４年度開催日割と同様に、中京競馬または阪神競馬に振り替えるこ
とといたします。
                                               
　　   【令和４年度】　　　　　　　　　　     【令和５年度】
                                
　第２回阪神開催（12日間）  　　　　    第２回阪神開催（８日間）
　第２回阪神開催（12日間）  　　⇒
　第３回中京開催（８日間）     　　　      第１回京都開催（12日間）

　第４回中京開催（４日間）　　　　　　　　　　　　
　第２回阪神開催（12日間）  　　⇒       第３回阪神開催（８日間）
　第３回阪神開催（４日間）

　第３回小倉開催（８日間）　　　 ⇒       第３回中京開催（８日間）
　第５回中京開催（９日間）　　　 ⇒　    第４回阪神開催（９日間）
　第４回阪神開催（９日間）　　　 ⇒　    第２回京都開催（９日間）
　第５回阪神開催（８日間）　　　 ⇒　    第３回京都開催（８日間）

③京都競馬場整備工事および開催再開伴う開催の振替について

⑧

　７月２９日（土）から８月６日（日）は、暑熱対策の観点から、札幌お
よび新潟の２場開催といたします。

④夏季競馬の開催について



 ・札幌競馬　　２開催14日　　　　         ・東京競馬　　５開催45日
 ・函館競馬　　１開催12日　　　　         ・中京競馬　　６開催32日
 ・福島競馬　　３開催20日　　　　         ・京都競馬　　３開催29日
 ・新潟競馬　　４開催26日　　　　         ・阪神競馬　　５開催46日
 ・中山競馬　　５開催42日　　　　         ・小倉競馬　　４開催30日

⑤開催日数について

２．重賞競走について

　秋華賞（ＧⅠ）の前哨戦として競走内容の充実している紫苑ステークス
（ＧⅢ）のＧⅡ昇格を、日本グレード格付管理委員会に申請いたします。

①紫苑ステークス（ＧⅢ）のＧⅡ昇格申請について

  開催日割の変更に伴い、一部重賞競走の実施日・実施場等を変更いたし
ます。

②開催日割の変更に伴う実施日・実施場等の変更について

３．負担重量について

   騎手の健康と福祉および将来にわたる騎手の優秀な人材確保の観点か
ら、平地競走における馬齢重量（３歳９月まで）および３（４）歳以上馬
競走の別定重量における基礎重量ならびに最低負担重量を引き上げます。
　なお、３歳の馬齢重量の引上げは、令和６年度から実施いたします。

（Ⅰ）馬齢重量
　　　　　　　　　　　　　　【現　行】
　２歳（９月まで）　　　　　54ｋｇ（牡・せん）　54ｋｇ（牝）
　２歳（10月～12月まで）  55ｋｇ（牡・せん）　54ｋｇ（牝）
　３歳（９月まで）　　　　　56ｋｇ（牡・せん）　54ｋｇ（牝）
　３歳（10月～12月まで）  57ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）

　　　　　　　　　　　　　　【変更後】
　２歳（９月まで）　　　　　55ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　２歳（10月～12月まで）　56ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　３歳（９月まで）　　　　　57ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　３歳（10月～12月まで）　57ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）

（Ⅱ）３（４）歳以上馬の別定重量における基礎重量（平地競走）
　
　　【現　行】　　　　【変更後】
　　　57ｋｇ 　　⇒　　 58ｋｇ

①負担重量の引上げについて

⑨



（Ⅲ）最低負担重量（平地競走）
　　                　
　　　　　　　　　　　【現　行】　　　　【変更後】
　　オープン競走　　　  48ｋｇ　　⇒　　49ｋｇ
　　上記以外の競走　　  49ｋｇ　　⇒　　50ｋｇ

　馬齢重量等の引上げに伴い、別定重量を採用している重賞競走の負担重
量を変更いたします。また、一部ＧⅢ競走については、加増内容を変更い
たします。

 ②重賞競走の負担重量の変更について

　スプリントとマイルの区分を明確にするため、年齢によるアローワンス
および南半球産馬の負担重量の減量に1,400ｍ未満の区分を新設いたし
ます。

※詳細についてはＪＲＡホームページにてご確認ください

③年齢によるｱﾛｰﾜﾝｽ及び南半球産馬の負担重量の減量の変更について

　騎手の負担重量の減量について、平地競走と障害競走のそれぞれにおい
て、それぞれの勝利度数に応じて減ずる重量を設定いたします。
　なお、見習騎手において減量が適用される期間（騎手免許を受けていた
期間を通算した期間が５年未満）の取扱いについては、現行と同様に、最
初にいずれかの免許を取得した時点から起算いたします。

（女性以外の見習騎手）
【平地競走の勝利度数】【障害競走の勝利度数】【減ずる重量】【表記】
　30回以下　　　　　　　　10回以下15回以下　 ３ｋｇ  　　　▲
　31回以上50回以下　　　 11回以上15回以下　 ２ｋｇ  　　　△
　51回以上100回以下　　  16回以上20回以下　 １ｋｇ  　　　☆

（女性騎手・見習騎手）
【平地競走の勝利度数】【障害競走の勝利度数】【減ずる重量】【表記】
　50回以下　　　　　　 15回以下20回以下　　　４ｋｇ　　　 ★
　51回以上100回以下　16回以上20回以下　　　３ｋｇ　　　 ▲

（女性騎手・見習騎手でない騎手）
　【減ずる重量】　　【表記】
　　　２ｋｇ　　　　 　△

 ④騎手の負担重量の減量の変更について

⑩


